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開 催 日 及 び 場 所 平成２４年１１月１４日（水） 本社会議室 

委 員 
波光 巖（大学教授） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆

亘（大学名誉教授） 田中俊充（弁護士） 角田 茂（学校

法人参事） 
審 議 対 象 期 間 平成２４年７月１日～平成２４年９月３０日 
抽出案件 総件数 ５ 件 （備考） 
一般競争  １ 件 
公募型指名競争  ０ 件 
通常指名競争  １ 件 

工

事 
随意契約  ０ 件 
公募型プロポーザル・ 
簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ  ０ 件 

公募型指名競争入札・ 
簡易公募型競争入札  ０ 件 

標準プロポーザル  ０ 件 
一般競争  １ 件 
通常指名競争  １ 件 
随意契約（競争性のある）  ０ 件 

建

設

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 随意契約（特命随意契約）  ０ 件 
補償契約  １ 件 

 

意見・質問 回答 
１．一般競争入札（工事） 

【幹線水路ゲート設備他整備工事】 
・多岐にわたる整備を行って 
いるが、定期的に実施してい 
るのか。 
 

・定期的に実施している。今 
回は、ゲートについては１６ 
門が対象になっているが、全 
部で１３８門あり、数年ごと 
に順番に実施している。機器 
類によって何年毎に交換しな 
ければならないとなっている 
ため、それに基づき順次実施 
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
委員からの意見・質問、そ

れに対する回答等 
 
 
 
 ・入札状況調書において、入

札された金額の差が大きい

が、どういうところが違って

いるのか。 
 
 

・推測になるが、落札者は過 
去にも機械設備の実績がある 
ので、機器の状況や場所が分 
かっているということで、比 
較的正確に見積もられたので 
はないか。第２順位者は、こ 
れまでに機構の実績がないた 
め、場所や設備の内容とかを 
あまり熟知されない状況の中 
で、リスク回避ということも 
あり高めに見積もられたので 
はないか。 



 
水資源機構 入札等監視委員会 審議概要 

 2 

・一般競争参加資格審査整理 
表は、支店名まで記載されて 
いるが、入札状況調書では 
支店名は入っていない。こ 
れは資格審査の方は支店で 
やって、入札の方は本社でや 
ったということか。 

・業者登録は、支店単位では 
なく本店単位の登録になるの 
で、一般競争参加資格審査整 
理表の表記を本店名とするの

が正しい。 

２．通常指名競争入札（工事） 
【朝明用水路（池底上流地区）補強工事】 

・入札状況調書を見ると、１ 
０社のうち２社が応札し、あ 
とは辞退となっているが、辞 
退があまりに多いという印 
象を受ける。 
 

・工事の内容は止水バンドを 
管の中に入れて設置する。バ 
ンドを閉めて管に固定すると 
いう作業になっていて、その 
止水バンド自体があまり市中 
で汎用品として売られている 
製品ではない。想定にはなる 
が、おそらく製造業者に発注 
し製造してもらうことになる 
が、値引きが小さく、利潤が 
少ないという理由がひとつ考 
えられるのかという気はして 
いる。 

・１０社前後指名し、２社３ 
社しか残らないという傾向 
を捉えて分析しているとい

うことはないか。 

・発注時期だとか、また、地 
域性もあろうかと思うが、や 
はり発注時期によって応札者 
が応札してくれないという場 
合がある。特に技術者が確保 
できない。そういう場合が多 
いという傾向は見られる。場 
所によっては、５０社くらい 
指名して、３社くらいの応札 
というようなところもある。 

３．一般競争入札（建設コンサルタント業務等） 
【筑後川下流用水分水口別分水量算定業務】 

・ここは慣行水利権みたいな

ものはなくて全部分配する

のか。 

・現在は下流用水からの供給 
量が決まっている。従来はア 
オ取水と言って海の干満を利 
用して潮が満ちてしまうと川 
の水が水面の上の方に上がっ 
て押し上げられ、それを取水 
して、クリークに水を落とし 
ていたが、下流用水事業を行 
い水を供給して農業を行うと 
いう形態に変わっていった。 

４．通常指名競争入札（建設コンサルタント業務等） 

 

【琵琶ノ首下流地区地質調査】 
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・地すべりの地域について、 
付替国道がこのなかに入っ 
てくるということだが、国道 
の付替工事はどこがやるの 
か。 

・ダムで道が水没するので、 
その代わりの国道なので、水 
没する道を付け替えることを 
機構でやっている。 

５．補償契約 
【土地等の売買に係る契約書】 

・契約書の第４条関係（紛争 
関係）で、これまで機構全体 
の補償の中で問題が起きた 
ことはないか。また、契約締

結後に、相手方からの申し出

問題が起きたことはないか。 

・問題が起きたことはこれま 
でない。 

 

・ブロック塀を修復した写真 
はないか。 

・金銭渡し切りの補償であ 
り、修復写真はない。 

委員会による意見の具申 
又は勧告の内容 

・なし ・なし 

○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構入札等監視委員会事務局 

財務部契約課長     小 島  隆     （内線 2251） 
技術管理室技術調査課長 青山 太洋（内線 4631） 
用地部補償業務課長   杉浦 正人     （内線 2331） 


